訓練課題（解答及び解説）
訓練課題（解答及び解説）

　「機械板金作業及びＴＩＧ溶接に関する知識」
模範解答
筆記課題「機械板金作業及びＴＩＧ溶接に関する知識」

	1
	2
	3
	4
	5

	×
	○
	×
	○
	○

	6
	7
	8
	9
	10

	○
	○
	×
	×
	○

	11
	12
	13
	14
	15

	○
	×
	×
	×
	○

	16
	17
	18
	19
	20

	×
	×
	○
	×
	×

	21
	22
	23
	24
	25

	×
	○
	○
	×
	○


筆記課題　解説
「機械板金作業及びＴＩＧ溶接に関する知識」
1問につき4点の25問　　100点満点とする
	機械板金作業に関する問題

	No.
	解答
	説明
	備考

	1
	×
	パーシャルベンディング（自由曲げ）→ボトミング（底突き曲げ）→コイニング（圧印加工）
	

	2
	○
	そのとおり
	

	3
	×
	スイッチを入れて1分間以上の試運転を励行することが大切である。
	

	4
	○
	そのとおりまっすぐ正面から読み取る
	

	5
	○
	正しい
	

	6
	○
	そのとおり
	

	7
	○
	正しい
	

	8
	×
	平板以外は切断してはいけない
	

	9
	×
	保護眼鏡、作業帽を着用するが、手袋は着用しない。
	

	10
	○
	そのとおり
	

	11
	○
	そのとおり
	

	12
	×
	二次せん断が生じるのはクリアランスが小さいときである。
	

	13
	×
	展開長は(20+30+80+30+20)－｛4×(0.5×2)｝＝176mmとなる。
	

	TIG溶接に関する問題

	No.
	解答
	説明
	備考

	14
	×
	元素記号「Ｃ」の元素名は「炭素」
	

	15
	○
	そのとおり一般にはＣｒ含有量が10.5%以上の鋼のこと
	

	16
	×
	Ｃｒの酸化皮膜を不動態皮膜という
	

	17
	×
	使用するシールドガスはアルゴンガスである。
	

	18
	○
	そのとおり
	

	19
	×
	定格電流で10分間中、6分間アークを出せる。
	

	20
	×
	③は理論のど厚という
	

	21
	×
	主として紫外線が障害の原因
	

	22
	○
	正しい
	

	23
	○
	そのとおり
	

	24
	×
	交流溶接に切り替える。クリーニング作用により表面の酸化皮膜を除去しながらの溶接となる。
	

	25
	○
	そのとおり
	


